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９ 入札の無効等
競争参加資格のある者のした入札であって

も、確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札
及び競争契約入札心得及び現場説明書において
示した入札に関する条件に違反した入札者並び
に開札時において、「２ 競争参加資格」に掲げ
る資格のない者のした入札は、無効とするとと
もに、無効の入札を行った者を落札者としてい
た場合には、落札決定を取り消すこととする。

19 Summary

 Contracting Entity : Hidehiko Hioki, Ex‑

ecutive Vice President, Japan Water Agen‑

cy

 Classification of the products to be pro‑

cured : 41

 Subject matter of the contract : Construc‑

tion work of Western main line juxtaposi‑

tion waterway Mito area.

 Time‑limit for the submission of applica‑

tion forms and relevant documents for the

qualification : 17 : 00 22 October, 2020

 Time‑limit for the submission of tenders :

17 : 00 22 December, 2020 (submitted by

postal mail ; 17 : 00 22 December, 2020)

 Contact point for the tender

documentation : Motohiro Suzuki, Sakae

Matsuzaki, Procurement Design Division,

General Engineering Affairs Department,

Japan Water Agency, 112, Shintoshin,
Chuo‑ku, Saitamashi, Saitama, 3306008
Japan. TEL 0486006534 FAX 048
6006588

入 札 公 告（建設工事）
次のとおり一般競争入札に付します。
令和２年９月７日
（契約責任者）西日本高速道路株式会社

中国支社 支社長 小笹 浩司
◎調達機関番号 419 ◎所在地番号 34
〇第 19 号
１ 工事概要
 品目分類番号 41
 工事名 中国自動車道（特定更新等）吉野
川橋他１橋床版取替工事（不落札協議対象・
電子入札対象）
 工事場所 中国自動車道
自）岡山県美作市田原
至）岡山県津山市院庄
 工事内容 本工事は、中国自動車 作東Ｉ
Ｃ～院庄ＩＣ間に位置する吉野川橋他１橋の
床版取替工事を実施するものである。
 工事概算数量
床版取替工 3200
床版打替工 約1500
床版防水工 約10000
塗替塗装 約10000
落橋防止構造 ８箇所
支承取替工 46基
 工期 契約締結日の翌日から1290日間ま
で。
 使用する主要な資機材 プレキャストＰＣ
床版 約160枚
 本工事は資料の提出、入札等を電子入札シ
ステムで行う電子入札対象工事である。なお、
電子入札によりがたい者は、契約責任者に届
出を行い、紙入札方式によることができる。
 本工事は、「企業の基礎的な技術力」及び「企
業の高度な技術力」として入札説明書に参考
として示した図面及び仕様書（以下「設計図
書」という。）又はそのうちあらかじめ指定す

る部分（以下「標準案」という。）に係る具体
的な施工計画その他の提案（以下「技術提案」
という。）について記述した確認資料の提出を
求め、入札価格とその他の技術的要素を総合
的に評価した結果、西日本高速道路株式会社
にとって最も有利な入札者を落札者とする総
合評価落札方式の工事である。
 本工事は、契約締結後に施工方法等の提案
を受け付ける契約後ＶＥ方式の試行工事であ
る。
 本工事は、すべての入札参加者から単価表
の提出を求める工事である。
 紙入札方式の場合の単価表は原則として
電磁的記録媒体（ＣＤ－Ｒ）で提出するもの
とする。ただし、電磁的記録媒体での提出が
できない場合は、紙の単価表を提出するもの
とする。
 本工事は、総価単価契約の対象工事である。
本工事では、受発注者間の双務性の向上とと
もに、変更契約等における協議の円滑化を図
るため、落札決定から契約締結までの間に発
注者及び落札者が協議を行って、総価契約の
内訳として項目ごとの金額（以下「単価」と
いう。）を合意することとする。総価単価契約
の実施にあたっては、単価を個別に合意する
方式（以下「単価個別合意方式」という。）に
よることとするが、落札者が希望した場合及
び協議開始から14日以内に単価個別合意方式
による単価合意が成立しなかった場合は、単
価を包括的に合意する方式（以下「単価包括
合意方式」という。）により行うものとする。
 本工事は「共通仮設費（率分）のうち営繕
費」及び「現場管理費のうち労務管理費」の
下記に示す費用（以下「実績変更対象費」と
いう。）について、工事実施にあたって不足す
る技術者や技能者を広域的に確保せざるを得
ない場合も考えられることから、契約締結後、
労働者確保に要する方策に変更が生じ、土木
工事積算基準の金額相当では適正な工事の実
施が困難になった場合は、実績変更対象費の
支出実績を踏まえて最終設計変更時点で設計
変更する試行工事である。
営繕費 労働者の送迎費、宿泊費、借上費（宿
泊費、借上費については労働者確保に係る
ものに限る）
労務管理費 募集及び解散に要する費用、賃
金以外の食事、通勤等に要する費用

10 落札者の決定方法
予定価格の制限の範囲内で、３の評価値が
最も高い者を落札者とする。ただし、落札者と
なるべき者の入札価格によっては、その者によ
り当該契約の内容に適合した履行がなされない
おそれがあると認められるとき、又はその者と
契約を締結することが公正な取引の秩序を乱す
こととなるおそれがあって著しく不適当である
と認められるときは、予定価格の制限の範囲内
の価格をもって入札した他のうち、３の評価
値が最も高い者を落札者とすることがある。
11 低入札価格調査
低価格の入札については、その価格により当
該契約の内容に適合した履行がなされないおそ
れがあるかどうかについて、「低入札価格調査」
を行う。（詳細は入札説明書のとおり。）
なお、このうち、著しい低価格により、工事
品質が確保されないおそれがあると認められる
場合は、積算の合理性や現実性等を徹底して調
査する「重点調査」を実施する。
12 契約書の作成
別冊契約書案により、契約書を作成するもの
とする。
ただし、低入札価格調査を受けた者との契約
については、前金払の割合を請負代金額の「10
分の４以内」から「10分の１以内」とする。ま
た、部分払の回数は、契約期間において毎月の
支払いが可能な回数とする。
なお、この場合、中間前払は選択できない。

13 配置予定技術者の確認
落札者の決定後（契約締結後）、資格要件を

満たしていないことが判明した場合又はＣＯＲ
ＩＮＳ等により配置予定技術者の専任制違反の
事実が確認された場合には、契約を結ばない（解
除する）ことがある。

14 別に配置を求める技術者
調査基準価格を下回った価格をもって契約す
る場合においては、監理技術者とは別に、同等
の要件を満たす技術者の配置を求めることがあ
る。（入札説明書参照。）
15 関連情報を入手するための照会窓口
関連情報を入手するための照会窓口は、５
契約担当窓口に同じ。
16 入札の延期等
 不正な行為等があると認められるときは、
入札の延期若しくは中止又は落札者の決定若
しくは契約の締結の取消しをすることがあ
る。
 機構の事由により、入札の延期又は中止を
することがある。

17 独立行政法人が行う契約の公表
独立行政法人が行う契約については、「独立行
政法人の事務・事業の見直しの基本方針」（平成
22年12月７日閣議決定）において、独立行政法
人と一定の関係を有する法人と契約をする場合
には、当該法人への再就職の状況、当該法人と
の間の取引等の状況について情報を公開するな
どの取組を進めるとされていることから、該当
する法人は、機構との関係に係る情報を機構の
ホームページで公表する。
公表の対象となる契約の詳細は、
http://www.water.go.jp/honsya/honsya/

keiyaku/index.htmlによる。
18 その他
 契約の手続において使用する言語及び通貨
は、日本語及び日本国通貨に限る。
 詳細は入札説明書による。
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